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元 BEAMSの青野賢一による「音楽」と「ファッション」の書籍が発売。 
文学や映画も巻き込んだ鮮やかな考察で、文化の見え方が変わる。 

 

 
 

 
 
 インプレスグループで音楽関連のメディア事業を手掛ける株式会社リットーミュージック（本
社：東京都千代田区、代表取締役社長：松本大輔）は、『音楽とファッション 6つの現代的視点』
を、2022年 7月 23日に発売します。 

 “ポピュラー・ミュージック”には、その歴史を語るうえで欠かすことができないさまざまな文化
的背景があります。これは“ファッション”という文化においても同様です。この本では、音楽とフ
ァッションが出会い、生まれたムーブメントや流行、そしてアイコニックなアーティストの姿か
ら、現代の問題意識と通底しているトピックスをピックアップしています。 

 著者の青野賢一は、株式会社ビームスにて PR、クリエイティブ・ディレクター、〈BEAMS 
RECORDS〉のディレクターなどを務め、現在は独立し、音楽、ファッション、映画、文学、美術



といった文化芸術全般を活動のフィールドに活躍する文筆家／DJ／クリエイティブ・ディレクタ
ーです。本書は、これまでにさまざまな媒体で手掛けてきた「音楽」と「ファッション」に関する
記事を集め大幅に加筆修正し、書き下ろし原稿を加えたもの。 

 ジェンダー、他者の文化、レイシズムといった現代的な視点で、映画や文学にも接近しながら、
音楽とファッションの相互作用を鮮やかに考察。単なる“音楽とファッションの歴史本”ではない、
アクチュアルな問題意識を提示する 1冊です。 

 本書のカバーデザインは、古い雑誌や紙物を素材にハサミと糊を使ってコラージュ作品を生み
出すM!DOR!が担当しています。『VOGUE JAPAN』『装苑』といった雑誌誌面や書籍の装画、ま
た official 髭男 dism や Perfume といったミュージシャンのアートワークなど、多方面で活躍す
るコラージュ作家です。 
 

 
 

 



 

 
 

 
 

 

●本書のおもな登場人物 

イエロー・マジック・オーケストラ、カート・コバーン（ニルヴァーナ）、クルアンビン、ジョン・
バティステ、セックス・ピストルズ、ちゃんみな、デヴィッド・ボウイ、BTS、ビョーク、ビリー・
アイリッシュ、ボーイ・ジョージ（カルチャー・クラブ）、ポール・ウェラー、ボブ・マーリー、
マイルス・デイヴィス、リナ・サワヤマ、レディー・ガガ、ローリング・ストーンズ……他 
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書名：音楽とファッション 6つの現代的視点 
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定価：本体 2,400円＋税 
発売：2022年 7月 23日 
発行：リットーミュージック 
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CONTENTS（内容は予告なく変更となる場合があります） 
第一章 音楽表現とファッション性におけるジェンダー––––強調、転倒からパーソナルな領域へ
ジョニ・ミッチェル––––ワイト島音楽祭の黄色いドレス 
パティ・スミス––––留まらない詩人 
多様性を受け入れるニュー・ロマンティクス––––ボーイ・ジョージとカルチャー・クラブ 
レディー・ガガの自覚性が世の中を照らす 
隠さざるを得ない気持ちと共鳴する音楽 ––––ビリー・アイリッシュ 
丁寧に作り上げられたその世界を覗く––––スネイル・メイル 
音楽とルッキズムについての覚書 
 
第二章 “反”と音楽とファッション––––反戦／反体制／反大人 
ラスタ・カラーの意味、いえますか？ 
受け継がれる精神性、記号と化したファッション ––––ドキュメンタリー『パンク：アティテュー
ド』 
シグネチャーのある音楽と佇まい ––––エルヴィス・コステロ 
ポール・ウェラー––––アイビー・スタイルから覗く英国人の矜持 
パンクはファッションにあらず ––––トレイシー・ソーン 
カート・コバーン––––流行はオルタナティブを放逐する 
「反」を突きつけられた側の魅力を発見する 
 
第三章 芸術表現における異文化との交流––––変わりゆくボーダーライン 
文化の盗用と音楽ジャンル 
一九七〇年代のＹＭＯから考える、妄想する余白 
一九八〇年代の日本におけるスウィング・ジャズ・リバイバルとキャンプ、キッチュ 
大衆性、娯楽性と批評性 ––––ＢＴＳとリナ・サワヤマから考えるポピュラー・ミュージック 
文化を巡る飛行機、あるいはタイムマシン ––––クルアンビン『Con Todo El Mundo』 
アイデンティティとファッション、音楽の関係を鮮やかに表現するデザイナー、ニコラス・デイ
リー 



 
第四章 差別との戦い––––レイシズムに反発するアート・センス 
B.B.キング ––––アメリカはブルースを忘れない 
マイルス・デイヴィスの装いと時代 
ファッションアイコンでもあったブラックパンサー党 
時代の音楽とファッションの集大成––––ハーレム・カルチュラル・フェスティバル 
ポピュラー・ミュージックに求められる社会的役割 ––––ジョン・バティステ 
 
第五章 美術とスポーツとテクノロジー––––拡張されていくアート・センス 
デヴィッド・ボウイ––––機械の上手な操縦法 
ゴシック・ロマンスの歌姫 ––––ケイト・ブッシュ「Cloudbusting」 
都市に介入し、風景を変える行動としてのヒップホップ ––––映画『スタイル・ウォーズ』 
映画から考えるスケート・カルチャー 
テクノロジーを引き連れて進むビョーク 
 
第六章 音楽、ファッションと“悪”––––不良性と逸脱の魅力 
イギリスのユース・カルチャーの背景––––一九五〇年代から一九七〇年代まで 
隠しようもない人生の悲哀 ––––チェット・ベイカー 
一九六〇年代のポップ・アイコンから真似のできない境地へ ––––マリアンヌ・フェイスフル 
破壊と創造の一九六〇年代––––『ワン・プラス・ワン』のローリング・ストーンズ 
キリスト教信仰のパロディとしてのブラック・メタル ––––映画『ロード・オブ・カオス』 
 
終章 音楽からファッション・ムーヴメントは生まれるか––––結び 
 
 
PROFILE 
青野賢一（あおの・けんいち） 
1968 年東京生まれ。株式会社ビームスにて PR、クリエイティブ・ディレクター、〈BEAMS 
RECORDS〉のディレクターなどを務め、2021年に退社、独立する。音楽、ファッション、映画、
文学、美術といった文化芸術全般を活動のフィールドに文筆家／DJ／クリエイティブ・ディレク
ターとして活躍している。著書に 2014年の『迷宮行き』（天然文庫／BCCKS）がある。 
◎https://twitter.com/kenichi_aono 
 
 

【株式会社リットーミュージック】https://www.rittor-music.co.jp/ 

『ギター・マガジン』『サウンド＆レコーディング・マガジン』等の楽器演奏や音楽制作を行うプ
レイヤー＆クリエイター向け専門雑誌、楽器教則本等の出版に加え、電子出版、映像・音源の配信
等、音楽関連のメディア＆コンテンツ事業を展開しています。新しく誕生した多目的スペース「御
茶ノ水 Rittor Base」の運営のほか、国内最大級の楽器マーケットプレイス『デジマート』やエン

https://www.rittor-music.co.jp/


タメ情報サイト『耳マン』、Tシャツのオンデマンド販売サイト『TOD』等のWebサービスも人
気です。 
 
【インプレスグループ】 https://www.impressholdings.com/ 
株式会社インプレスホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役：松本大輔、証券コ
ード：東証スタンダード市場 9479）を持株会社とするメディアグループ。「IT」「音楽」「デ
ザイン」「山岳・自然」「航空・鉄道」「モバイルサービス」「学術・理工学」を主要テーマに
専門性の高いメディア&サービスおよびソリューション事業を展開しています。さらに、コンテ
ンツビジネスのプラットフォーム開発・運営も手がけています。 
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【本件に関するお問合せ先】 
株式会社リットーミュージック 広報担当 
E-mail: pr@rittor-music.co.jp 
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